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著者 足立厚子 他 

 

調査地域 兵庫県 

 

調査時期 2003年 

 

調査対象 小学生（6～12歳） 

  中学生（12～15歳） 

  高校生（15～18歳） 

 

有効回答数 小学生：25171人、中学生：12881人、高校生：8567人 

有効回答率 97.5％ 

 

診断方法 教員の申告 

 

有症率 OAS：0.11％ 

 FDEIA：0.07％ 

 

調査概要 兵庫県東播磨地域の小学・中学・高校生を対象に OAS、FDEIAを調査した論文。 

  OASは年少児ではキウイが多く、FDEIAは小学生ではエビ・ソバ・ナッツ、 

  中学・高校生では小麦・エビが多かった。 


